







































































































。 この、 同御記は 『故入道太政大臣殿御記 （西園寺実兼記） 』 であり、 この秘曲伝授は、 文永九 （一二七二）














凡ソ舞曲ノ源ヲタヅヌルニ、 仏世界［ヨリ］始テ、 天上人中ニ、 シカシナガラ妓楽雅楽ヲ奏デ、 三宝ヲ供養シ奉テ、妓楽快楽スル業ナルベシ。サレバ、カノ世界ニハ、タノシミノミアリテ、クルシミナキ故ニ、吹風立波、鳥ケダモノニイタルマデ、
 ［タヘナル］コトバ、妓楽ヲ唱ヘ歌舞ヲ乙テ、諸ノ仏菩薩ヲ讃歎シ奉ナリ。シカラバ、ソノ
道ニイタラン輩ハ、コノ心ヲフカクタノミテ、信心ヲイタラシテ、道ヲイトナムベキナリ。其証少々申候ベシ。安養浄土ニハ、トコシナヘニ、妓楽ヲ奏シテ 菩薩ノ曲ヲツクス。迦陵賓賀苦空無［我］ノ囀、ヲコタルコトナシ。都率［ノ］内院ニハ、常ニ『慈尊万秋楽』ヲ奏デ、聖衆当来ノ導師ヲ、ホメタテマツル。天上世界ニハ、 『霓裳羽衣ノ曲』ヲ乙テ、五妙ノ音楽コクウニミチ リ。イ ニメデタカルラント 随喜シ 、カノ世界ニ生ト、願ヲヲコスベシ。（中略）堀河左府俊房、 『慈尊万秋楽』ヲ常ニ奏給シユヘニ、臨終ノ時、彼楽耳ニ聞テ、内院ノ迎ヲエタマヘリ。 ［此大臣ノ往生時『絃歌万秋楽』空中 聞キ］











































































    大曲等」と、見出しが付されていて、左舞の家であった狛氏の伝承を記し
































その秘曲を琵琶西流が伝承していた 考えられること、そして万秋楽は、弥勒信仰と関わりの深い曲とし 人々に認識されていたことを確認した。本章では、本説話で孝道が善知識として、どのような役割を果たして たのか考えていきたい。





























花経ヲ誦シテ失ニケリ。其ノ後、 一ノ僧ノ夢ニ、 彼ノ修覚入道形チ不衰ズ 衣服直クシテ 僧 語リ云ク、 「我レ 法花経ヲ読誦セシ力ニ依テ、今兜率天上ニ生レヌ」ト云フ、ト見ケリ。















知識よしなし、法深房かねうちて念仏 ゝむべし、孝行水いるゝやくをつとめよ」といふ。期ちかくなりければ、両息ゆいごんをたがへず、 をうつ、又水をすゝむ。頭北、西面 ふして 手をむねのうゑに合掌す。五ヶ口伝かくのごとくして ばらくありて、また合掌をみだりて、手をさま〴〵にうごかす事あり。これをみるに最秘のあやつりとみゆ。法深、くちには光明真言 み ゝ、孝行をひきていはく、 「この事み給へりや、子細ある事也。御こゝろにかゝる事の侍るやらん」とて、孝時、耳にさしよ 「最秘の曲 五ヶの口伝、と（も）に孝時、孝行給はり候ひにき。御こゝろやす 思し食すべし」といひきかす。又「い は他事なく御念仏 れ」と申しきかせければ、そのときうなづき 孝時と孝行とふたりが手 とり合せ 、おの〳〵一心 るべきよしの気色みえければ、法深も孝行もな だをなが て、ゆめ〳〵隔心あるまじきよし たがへに父に申しき せをは にき。則ちこゝろよくうなづきて、そ 後は手 みだら していきたへ まなことぢにけり。をやの をおもふならひ、まことにあはれ也といへども この執心、いまはの き でもあらはれ侍る事 あはれなる ども也。













































































なかころ、山崎に浄土谷に、たうとき聖人をはしけり、名は勝□聖人と申ける人、やうこつなすき道心者の笛吹、すへて管絃あいしすき人にをはし り、順次往生講試とて 七段の試に、楽の唱歌に法文をつくり、催馬楽ことくなとをつくりをき給へる、このころもする人やあるらむ、ちかころまては 天王寺住僧なとも、その唱歌しけるとかや、いまはいとする人なし、あしうせはかたはらいたかる人もありぬへし、されとせう〳〵せし事、又こわゝさにはつきたる事なれは、せう〳〵おほゆるをしるし く



























    當麻曼荼羅完成１２５０年記念
    當麻寺
    極楽浄土へのあこがれ』一二二～
一四一頁、一四七～一五三頁、奈良国立博物館
    二〇一三年














































（9）拙稿 「弥勒信仰と音楽――万秋楽の秘曲との関わりから――」 『国文学踏査』 第二六号
　








































































    『大正大学綜合佛教研究所年報』第
一二号
    一九九〇年
    から引用した。また、解説も参照した。
（21）『伏見宮旧蔵楽書集成』三
　
一一六頁
　
宮内庁書陵部
　
一九九八年
＊本稿は中世歌謡研究会第三四五会例会（二〇一九年九月二八日）において『古今著聞集』第十五宿執四八五話輪
講を担当した際の報告を元にまとめたものです。当日、いろいろとご教示いただきました先生方に深くお礼申し上げます。
＊本稿は、文部科学省科学研究費（基盤
C ）
19K
00140
の成果の一部です。
一六
